























潮社から文庫化、第 3詩集『死んでしまう系のぼくらに』は詩集としては異例の 1万 8000 部を売り
上げ1）、続く第 4詩集『夜空はいつも最高密度の青空だ』も 6月には増刷。2017 年には映画化が決定
した。また、これらの静かなブームの後押しを得て、第 1詩集『グッドモーニング』も 2014 年 9 月
に増刷されている。本稿では、最新詩集である『夜空はいつも最高密度の青空だ』を中心として彼女
の世界を分析。芸術観光学の観点から、最果タヒが描き出す「場所」について考察する。













2011 年 3 月に東日本大震災が起こり、前掲の和合亮一『詩の礫』3）をはじめとして「震災詩」が噴
出、物議を醸した。この震災は、いわゆる「大きな物語」4）が復活する契機となったと考えることが
でき、それまで「小さな物語（個の問題）」の形で語られていた詩というジャンルに対する大きな問
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それに先立って、20 代・30 代の詩人のみの作品を集めた 4冊の巨大アンソロジー「脳天パラダイスシリー













ネットサイト「詩客」上において「由詩時評第 145 回和合亮一『詩の礫』論 2015 その 1・その 2」（2015 年
3 月 8 日）においてある一定の評価を与えようと論者なりに『詩の礫』を分析した。しかしその後の彼の足
取りを見るにつけ結局のところ、否定的評価を完全に払拭仕切ることはできなかった。




































1 月 22 日）や、本誌と並行して執筆中の批評「最果タヒと東京」（「ざらざら」 創刊号）も参照されたい。
9） 言葉への不信























Saihate Tahi and “place”
̶Thoughts on the 1st collection of her poems “Goodmorning”
through reflection on her works afterwards̶
Theory and Practice Art Sightseeing Study ⑨
HIRAI, Ken
Saihate Tahi, one of the most brilliant poets among her contemporaries, plays a significant role at
present. The author examined and analyzed in this paper the world of the 1st collection of her poems
“Good morning”.
This poet continues to explore the theme about “place” in her works after the first collection.
She aggressively pursues images such as “city” and “home” in the recent two collections in
particular.
This treatment of “place” in her works is also quite interesting from the point of view of ‘Art
Tourism Study’
The most important “place” in “Good morning” is the “room”. It’s always raining in the room.
And the person in the work is hopelessly incapable of escaping from the inside of the room.
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